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 実験にはチャンキー種の有精卵を使用した．人工気象機を用いて，気温 38℃，湿度 60％
の環境で 48 時間～56 時間温めた． 
 
2. 培養容器の準備 


















卵の保温期間を含めて 14 日目まで続けた． 
 
4. 試験区 




た，保温開始から 2 日目に割卵を行わず，卵のまま保温を続けた対照区も準備した．（表１） 
 
  表 1：試験区とその条件 
 
条件1：ラップフィルムの種類 条件2：転卵の有無 使用した個数
試験区A フォーラップ 有 45
試験区B フォーラップ 無 25
試験区C サランラップ 有 25
対照区A 割卵なし 有 25




試験区 A のうち，血管が見えたものが 15 個（保温開始から 3 日目で確認），心臓の拍動
を確認した個体が 9 個（4 日目で確認）であった．最大 14 日目まで，成長が進行した胚が
あった．酸素供給が必要になる 18日目まで成長したものと孵化したものは 1個もなかった．
よって，保温開始から 14 日までの胚の成長の様子を観察することができた．（図３） 




試験区 B では，血管が見えたものが 1 個（保温開始から 3 日目で確認）であった．心臓
の拍動を確認した個体が１個（4 日目で確認）であった．最大５日目まで，成長が進行した
胚があった．酸素供給が必要になる 18 日目まで成長したものと孵化したものは 1 個もなか
った．よって，保温開始から５日までの胚の成長の様子を観察することができた． 
 
試験区 C では，血管が見えたものが 0 個（保温開始から 3 日目で確認）であった．心臓
の拍動を確認した個体が 0 個（4 日目で確認）であった．よって，胚の成長の様子を観察す
ることはできなかった． 
 
対照区では転卵する対照区 A と転卵しない対照区 B を設け，保温開始から 21 日目まで
の成長の具合を観察した．対照区 A では，25 個中 13 個は順調に成長し，12 個は途中で成
長が停止していた．対照区 B では，25 個中 18 個は順調に成長し，7 個は途中で成長が停
止していた．（図４） 
        
 対照区 A 対照区 B 
1４日目 ２日目（割卵直後） 
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